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「国債の清算機関等に関する勉強会」の設置について 
 
 
 

１．趣旨 
今般、財務省理財局長の私的懇談会である国債市場懇談会は「流通市場おける

流動性向上のための提言」（平成 13年 3月 27日）において、国債清算機関の創設を
提言したところである。これを受けて行政当局から日本証券業協会に対して市場関係

者において国債の清算機関の創設問題について検討されたい旨の要請があった。 
また、我が国の国債市場は、本年1月から決済のＲＴＧＳ化が導入され着実な定着
が見られるところであるが、今後の国債発行増等も考慮すると、清算機関の設立など

更なる市場整備の早急な検討が必要であるとの指摘がある。 
こうした情勢を踏まえ、本格的な検討に先立って海外の清算機関や高度化が指摘

されるRTGS決済の実態、その背景となる金融インフラ等、などを調査しつつ、我が国
の国債決済の現状を分析することにより国債の清算機関・RTGS 決済の機能向上等
を目指す必要がある。そこで、市場関係者により「国債の清算機関等に関する勉強会」

を設置することとする。 
                                                 

２．主な検討事項 
① 海外（主に米国）の国債等の清算機関の実態 
② 日本と諸外国との国債決済システムの環境の相違 
③ 国債の清算機関の目的及び内容 
④ 我が国における国債の清算機関の必要性について 
⑤ その他 
 
３．メンバー構成等 
① 本勉強会の人数は委員 10名程度、オブザーバー等若干名とする。 
② 事務局は日本証券業協会に置く 
 
４．期間 
本勉強会は 7月中を目途に終了する。 

以 上 
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